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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 18,648 7.1 1,070 △2.4 1,540 17.8 1,079 21.5

2022年３月期第１四半期 17,405 8.1 1,097 24.1 1,307 21.2 888 6.2

（注）包括利益 2023年３月期第１四半期 1,234百万円（4.7％） 2022年３月期第１四半期 1,179百万円（△10.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 70.99 －

2022年３月期第１四半期 58.42 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第１四半期 108,226 54,279 49.9 3,548.65

2022年３月期 108,991 53,655 48.9 3,507.76

（参考）自己資本 2023年３月期第１四半期 53,955百万円 2022年３月期 53,334百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 30.00 － 40.00 70.00

2023年３月期 －

2023年３月期
（予想）

40.00 － 40.00 80.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 36,600 3.8 2,400 4.8 2,720 7.2 1,900 9.4 124.96

通期 71,800 0.1 4,600 1.9 5,100 △26.4 3,200 △39.1 210.46

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 15,217,747株 2022年３月期 15,217,747株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 13,128株 2022年３月期 13,097株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 15,204,619株 2022年３月期１Ｑ 15,204,650株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  、除外  －社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料 P.9「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （４）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士または監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料 P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、社会経済活動が正常化に向かうなかで、景気の持ち直しが期

待されたものの、ウクライナ情勢の長期化や中国における経済活動抑制の影響等を背景に、エネルギー・原材料価

格の上昇や供給面での制約に加えて、急激な金融市場の変動等の景気下振れ要因があり、依然として先行き不透明

な状況で推移しました。

このような経済情勢にあって、物流業界では個人消費や企業の設備投資に持ち直しの動きが見られたものの、国

内貨物・輸出入貨物の荷動きはともに低調に推移しました。また、不動産業界では都市部におけるオフィスビルの

空室率は高い水準を維持し、賃料相場も下落傾向が継続するなど、厳しい状況が続きました。

こうした事業環境のもと、当社グループは、３ヵ年の中期経営計画「澁澤倉庫グループ中期経営計画2023」で掲

げた事業戦略に基づき、物流事業においては、競争力のある物流サービスの提供や業域の拡大に向けて、国内外に

おける新規営業活動を推進し、新たな拠点を開設したほか、業務の効率化や採算性の向上に一層努めてまいりまし

た。また、不動産事業においては、既存施設の計画的な保守および改良工事を実施し、安定的な収益基盤の維持強

化に努めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は、物流事業で、国際輸送業務、陸上運送業務、港湾運送業務

の取扱量が増加したことに加えて、海上・航空運賃単価が高値で推移したほか、不動産事業で不動産賃貸収入やビ

ル管理業務が増加したことにより、前年同期比12億４千２百万円（7.1％）増の186億４千８百万円となり、営業利

益は、物流事業で営業費用が増加したことにより、同２千６百万円（2.4％）減の10億７千万円、経常利益は、持

分法による投資利益や保有株式の受取配当金増加により、同２億３千３百万円（17.8％）増の15億４千万円、親会

社株主に帰属する四半期純利益は同１億９千１百万円（21.5％）増の10億７千９百万円となりました。

当社グループのセグメントの概況は、次のとおりであります。

① 物流事業

倉庫業務は、化粧品や機械部品の流通加工業務が増加したものの、日用品の取扱いが低調に推移したことによ

り、営業収益は前年同期比５千９百万円（1.5％）減の39億４千５百万円となりました。

港湾運送業務は、船内荷役業務が増加したほか、輸出荷捌業務が好調に推移したことにより、営業収益は前年同

期比７千７百万円（4.9％）増の16億６千２百万円となりました。

陸上運送業務は、飲料や輸入貨物の輸配送業務が増加したことにより、営業収益は前年同期比１億２千７百万円

（1.6％）増の80億３千５百万円となりました。

国際輸送業務は、輸入航空貨物、輸出海上貨物、香港、ベトナム、上海の海外現地法人の取扱いが増加したほ

か、海上・航空運賃単価が高値で推移したことにより、営業収益は前年同期比９億７千２百万円（50.6％）増の28

億９千６百万円となりました。

その他の物流業務は、横浜地区でＲ＆Ｄ施設賃貸業務や物流施設賃貸業務を開始したことにより、営業収益は前

年同期比４千９百万円（8.7％）増の６億１千５百万円となりました。

この結果、物流事業全体の営業収益は前年同期比11億６千６百万円（7.3％）増の171億５千６百万円となりまし

た。営業費用は、取扱い増加に伴う作業費、海上・航空運賃や燃油費のほか、施設賃借費用等が増加したことによ

り、前年同期比11億８千１百万円（7.8％）増の163億５千９百万円となりました。以上により、営業利益は前年同

期比１千５百万円（1.9％）減の７億９千６百万円となりました。

② 不動産事業

施設の稼働率向上に伴う不動産賃貸収入や、ビル管理業務が増加したことにより、営業収益は前年同期比１億１

百万円（7.0％）増の15億５千１百万円となりました。営業費用は、単価上昇による光熱動力費や、ビル管理業務

費が増加し、前年同期比６千６百万円（9.2％）増の７億８千５百万円となりました。以上により、営業利益は前

年同期比３千５百万円（4.8％）増の７億６千６百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債、純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、借入金の約定返済による現金及び預金の減少および有形・無形固定資

産の減価償却による減少等により、前連結会計年度末に比べ７億６千５百万円減少し、1,082億２千６百万円とな

りました。

負債については、借入金の約定返済が進んだことや未払法人税等の支払い等により、前連結会計年度末に比べ13

億８千９百万円減少し、539億４千６百万円となりました。

また、純資産については、配当金の支払い等があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によ

り、前連結会計年度末に比べ６億２千４百万円増加し、542億７千９百万円となりました。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末より1.0ポイント増加し、49.9％となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローの増加があった

ものの、投資活動によるキャッシュ・フローおよび財務活動によるキャッシュ・フローの減少により、全体で９億

４千６百万円の減少となり、現金及び現金同等物の四半期末残高は、191億９千９百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払いおよびその他の資産の増加等があったものの、税金等

調整前四半期純利益の計上および減価償却費による資金留保により、４億９千５百万円の増加（前年同四半期比８

億円の増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産取得による支出等があったため、２億８百万円の減少（前年同

四半期比13億８千４百万円の減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の約定返済や配当金の支払いにより、13億３千５百万円の減

少（前年同四半期比９億１百万円の増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当第１四半期の連結業績は概ね期初予想に沿ったところで推移しておりますの

で、2022年５月12日に公表した第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想を据え置いております。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（重要な会計上の見積り）

当第１四半期連結会計期間における新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りおよび当該見積

りに用いた仮定については、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した内容から重要な変更はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

物流事業 不動産事業 合計
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

営業収益

外部顧客に対する営業収益 15,984 1,421 17,405 － 17,405

セグメント間の内部営業収
益又は振替高

5 29 34 △34 －

計 15,989 1,450 17,439 △34 17,405

セグメント利益 812 730 1,542 △445 1,097

（単位：百万円）

物流事業 不動産事業 合計
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

営業収益

外部顧客に対する営業収益 17,152 1,496 18,648 － 18,648

セグメント間の内部営業収
益又は振替高

3 55 59 △59 －

計 17,156 1,551 18,707 △59 18,648

セグメント利益 796 766 1,562 △492 1,070

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注１）セグメント利益の調整額△445百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注１）セグメント利益の調整額△492百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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